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(57)【要約】
【課題】階段の踊り場の床部の下方や開放廊下の床部の 
下方の空間利用の制限を受け難くできるとともに、建物 
の意匠性向上を図れるようにした階段を提供する。
【解決手段】本発明に係る階段は、柱装置１により踊り 
場の床部又は開放廊下の床部が支持された階段であって 
、柱装置１は、床部の長手方向の一端側に連結される一 
方の柱１Ａと、一方の柱１Ａの上端側に設けられて床部 
の下面の長手方向に沿って延長して当該床部の下面を支 
持する水平支持部材と、床部の長手方向の他端側に連結 
される他方の柱と、他方の柱の上端側に設けられて床部 
の下面の長手方向に沿って延長して当該床部の下面を支 
持する水平支持部材とを備え、水平支持部材が、間隔を 
隔てて設けられた一方の柱１Ａと他方の柱１Ａとに亘っ 
て設けられた横架材１Ｂであることを特徴とする。
【選択図】図４

審査請求　未請求　請求項の数　4　　ＯＬ　（全11頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 踊 り 場 の 床 部 又 は 開 放 廊 下 の 床 部 が 柱 装 置 に よ り 支 持 さ れ た 階 段 で あ っ て 、
　 柱 装 置 は 、
　 床 部 の 長 手 方 向 の 一 端 側 に 連 結 さ れ る 一 方 の 柱 と 、 一 方 の 柱 の 上 端 側 に 設 け ら れ て 床 部  
の 下 面 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 延 長 し て 当 該 床 部 の 下 面 を 支 持 す る 水 平 支 持 部 材 と 、 床 部 の 長  
手 方 向 の 他 端 側 に 連 結 さ れ る 他 方 の 柱 と 、 他 方 の 柱 の 上 端 側 に 設 け ら れ て 床 部 の 下 面 の 長  
手 方 向 に 沿 っ て 延 長 し て 当 該 床 部 の 下 面 を 支 持 す る 水 平 支 持 部 材 と を 備 え 、
　 水 平 支 持 部 材 が 、 床 部 の 長 手 方 向 に 間 隔 を 隔 て て 設 け ら れ た 一 方 の 柱 と 他 方 の 柱 と に 亘  
っ て 設 け ら れ た 横 架 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 階 段 。
【 請 求 項 ２ 】
　 階 段 は 、 屋 外 又 は 屋 内 に 設 け ら れ た 折 り 返 し 階 段 で あ り 、
　 折 り 返 し 階 段 の 踊 り 場 の 床 部 は 、 床 下 地 構 造 体 と 、 当 該 床 下 地 構 造 体 の 上 に 構 成 さ れ た  
床 と を 備 え 、
　 床 下 地 構 造 体 は 、 折 り 返 し 階 段 の 階 段 部 分 に 近 い 側 に 位 置 す る 一 方 側 桁 と 、 当 該 一 方 側  
桁 と 間 隔 を 隔 て て 平 行 に 対 向 す る よ う に 設 け ら れ た 他 方 側 桁 と 、 一 方 側 桁 の 延 長 方 向 の 一  
端 側 と 他 方 側 桁 の 延 長 方 向 の 一 端 側 と を 繋 ぐ 一 端 側 梁 と 、 一 方 側 桁 の 延 長 方 向 の 他 端 側 と  
他 方 側 桁 の 延 長 方 向 の 他 端 側 と を 繋 ぐ 他 端 側 梁 と 、 一 方 側 桁 と 他 方 側 桁 と を 繋 ぐ 根 太 と を  
備 え 、
　 折 り 返 し 階 段 の 下 側 階 段 部 分 の 外 側 の サ サ ラ 桁 と 床 下 地 構 造 体 の 一 端 側 梁 と が 一 体 物 に  
よ り 構 成 さ れ た と と も に 、 折 り 返 し 階 段 の 上 側 階 段 部 分 の 外 側 の サ サ ラ 桁 と 床 下 地 構 造 体  
の 他 端 側 梁 と が 一 体 物 に よ り 構 成 さ れ 、
　 柱 装 置 は 、 横 架 材 が 床 下 地 構 造 体 の 下 方 に 位 置 さ れ て 、 一 方 の 柱 の 上 端 側 と 一 端 側 梁 と  
が 連 結 さ れ 、 か つ 、 他 方 の 柱 の 上 端 側 と 他 端 側 梁 と が 連 結 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項  
１ に 記 載 の 階 段 。
【 請 求 項 ３ 】
　 階 段 は 、 屋 外 又 は 屋 内 に 設 け ら れ た 折 り 返 し 階 段 で あ り 、
　 折 り 返 し 階 段 の 踊 り 場 の 床 部 は 、 床 下 地 構 造 体 と 、 当 該 床 下 地 構 造 体 の 上 に 構 成 さ れ た  
床 と を 備 え 、
　 床 下 地 構 造 体 は 、 折 り 返 し 階 段 の 階 段 部 分 に 近 い 側 に 位 置 す る 一 方 側 桁 と 、 当 該 一 方 側  
桁 と 間 隔 を 隔 て て 平 行 に 対 向 す る よ う に 設 け ら れ た 他 方 側 桁 と 、 一 方 側 桁 の 延 長 方 向 の 一  
端 側 と 他 方 側 桁 の 延 長 方 向 の 一 端 側 と を 繋 ぐ 一 端 側 梁 と 、 一 方 側 桁 の 延 長 方 向 の 他 端 側 と  
他 方 側 桁 の 延 長 方 向 の 他 端 側 と を 繋 ぐ 他 端 側 梁 と 、 一 方 側 桁 と 他 方 側 桁 と を 繋 ぐ 根 太 と を  
備 え る と と も に 、 一 方 側 桁 が 、 下 側 階 段 部 分 に 対 応 す る 部 分 と 上 側 階 段 部 分 に 対 応 す る 部  
分 と に 分 断 さ れ て 、 か つ 、 中 央 側 に は 、 一 端 側 梁 及 び 他 端 側 梁 と 平 行 な 一 方 の 中 央 側 補 強  
部 材 と 他 方 の 中 央 側 補 強 部 材 と を 備 え 、
　 折 り 返 し 階 段 の 下 側 階 段 部 分 の 外 側 の サ サ ラ 桁 と 床 下 地 構 造 体 の 一 端 側 梁 と が 一 体 物 に  
よ り 構 成 さ れ た と と も に 、 折 り 返 し 階 段 の 上 側 階 段 部 分 の 外 側 の サ サ ラ 桁 と 床 下 地 構 造 体  
の 他 端 側 梁 と が 一 体 物 に よ り 構 成 さ れ 、
　 下 側 階 段 部 分 の 内 側 の サ サ ラ 桁 と 一 方 の 中 央 側 補 強 部 材 と が 一 体 物 に よ り 構 成 さ れ て 、  
当 該 一 体 物 と 一 方 側 桁 の 下 側 階 段 部 分 に 対 応 す る 部 分 の 分 断 さ れ た 端 部 と が 連 結 さ れ た と  
も に 、 当 該 一 体 物 と 他 方 側 桁 と が 連 結 さ れ 、
　 上 側 階 段 部 分 の 内 側 の サ サ ラ 桁 と 他 方 の 中 央 側 補 強 部 材 と が 一 体 物 に よ り 構 成 さ れ て 、  
当 該 一 体 物 と 一 方 側 桁 の 上 側 階 段 部 分 に 対 応 す る 部 分 の 分 断 さ れ た 端 部 と が 連 結 さ れ た と  
も に 、 当 該 一 体 物 と 他 方 側 桁 と が 連 結 さ れ 、
　 柱 装 置 は 、 横 架 材 が 床 下 地 構 造 体 の 下 方 に 位 置 さ れ て 、 当 該 横 架 材 と 一 方 の 中 央 側 補 強  
部 材 及 び 他 方 の 中 央 側 補 強 部 材 と が 連 結 さ れ た と と も に 、 一 方 の 柱 の 上 端 側 と 一 端 側 梁 と  
が 連 結 さ れ 、 か つ 、 他 方 の 柱 の 上 端 側 と 他 端 側 梁 と が 連 結 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項  
１ に 記 載 の 階 段 。
【 請 求 項 ４ 】
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　 根 太 と 柱 装 置 の 横 架 材 と が 連 結 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 又 は 請 求 項 ３ に 記 載 の  
階 段 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 踊 り 場 の 床 部 又 は 開 放 廊 下 の 床 部 が 柱 装 置 に よ り 支 持 さ れ た 構 成 の 階 段 に 関  
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 柱 装 置 に よ り 踊 り 場 の 床 部 が 支 持 さ れ た 構 成 の 階 段 と し て 、 柱 装 置 が 、 床 部 に お  
け る 階 段 側 に 近 い 部 分 と 連 結 さ れ た 複 数 の 柱 と 、 床 部 に お け る 階 段 側 と は 反 対 側 部 分 を 下  
か ら 支 え る よ う に 設 け ら れ た 複 数 の 柱 と を 備 え た 構 成 の も の が 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 １  
参 照 ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ２ ６ １ ５ ９ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 し た 柱 装 置 に よ り 踊 り 場 の 床 部 が 支 持 さ れ た 階 段 で は 、 柱 装 置 が 、  
階 段 の 踊 り 場 の 床 部 の 周 囲 に お け る ４ 箇 所 を 支 え る ４ 本 の 柱 を 備 え た 構 成 で あ り 、 床 部 の  
下 方 に 柱 が 多 く 存 在 す る こ と に よ り 、 床 部 の 下 方 の 空 間 利 用 が 制 限 さ れ た り 、 建 物 の 意 匠  
性 が 損 な わ れ て し ま う 等 の 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 消 す べ く 、 階 段 の 踊 り 場 の 床 部 の 下 方 や 開 放 廊 下 の 床 部 の 下 方  
の 空 間 利 用 の 制 限 を 受 け 難 く で き る と と も に 、 建 物 の 意 匠 性 向 上 を 図 れ る よ う に し た 階 段  
を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 階 段 は 、 踊 り 場 の 床 部 又 は 開 放 廊 下 の 床 部 が 柱 装 置 に よ り 支 持 さ れ た 階 段  
で あ っ て 、 柱 装 置 は 、 床 部 の 長 手 方 向 の 一 端 側 に 連 結 さ れ る 一 方 の 柱 と 、 一 方 の 柱 の 上 端  
側 に 設 け ら れ て 床 部 の 下 面 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 延 長 し て 当 該 床 部 の 下 面 を 支 持 す る 水 平 支  
持 部 材 と 、 床 部 の 長 手 方 向 の 他 端 側 に 連 結 さ れ る 他 方 の 柱 と 、 他 方 の 柱 の 上 端 側 に 設 け ら  
れ て 床 部 の 下 面 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 延 長 し て 当 該 床 部 の 下 面 を 支 持 す る 水 平 支 持 部 材 と を  
備 え 、 水 平 支 持 部 材 が 、 床 部 の 長 手 方 向 に 間 隔 を 隔 て て 設 け ら れ た 一 方 の 柱 と 他 方 の 柱 と  
に 亘 っ て 設 け ら れ た 横 架 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 本 発 明 に 係 る 階 段 に よ れ ば 、 階 段 の 踊 り 場 の 床 部 の 下 方 や 開 放 廊 下 の 床 部 の 下 方 の 空 間  
利 用 の 制 限 を 受 け 難 く で き る と と も に 、 建 物 の 意 匠 性 向 上 を 図 れ る よ う に な る 。
　 ま た 、 階 段 は 、 屋 外 又 は 屋 内 に 設 け ら れ た 折 り 返 し 階 段 で あ り 、 折 り 返 し 階 段 の 踊 り 場  
の 床 部 は 、 床 下 地 構 造 体 と 、 当 該 床 下 地 構 造 体 の 上 に 構 成 さ れ た 床 と を 備 え 、 床 下 地 構 造  
体 は 、 折 り 返 し 階 段 の 階 段 部 分 に 近 い 側 に 位 置 す る 一 方 側 桁 と 、 当 該 一 方 側 桁 と 間 隔 を 隔  
て て 平 行 に 対 向 す る よ う に 設 け ら れ た 他 方 側 桁 と 、 一 方 側 桁 の 延 長 方 向 の 一 端 側 と 他 方 側  
桁 の 延 長 方 向 の 一 端 側 と を 繋 ぐ 一 端 側 梁 と 、 一 方 側 桁 の 延 長 方 向 の 他 端 側 と 他 方 側 桁 の 延  
長 方 向 の 他 端 側 と を 繋 ぐ 他 端 側 梁 と 、 一 方 側 桁 と 他 方 側 桁 と を 繋 ぐ 根 太 と を 備 え 、 折 り 返  
し 階 段 の 下 側 階 段 部 分 の 外 側 の サ サ ラ 桁 と 床 下 地 構 造 体 の 一 端 側 梁 と が 一 体 物 に よ り 構 成  
さ れ た と と も に 、 折 り 返 し 階 段 の 上 側 階 段 部 分 の 外 側 の サ サ ラ 桁 と 床 下 地 構 造 体 の 他 端 側  
梁 と が 一 体 物 に よ り 構 成 さ れ 、 柱 装 置 は 、 横 架 材 が 床 下 地 構 造 体 の 下 方 に 位 置 さ れ て 、 一  
方 の 柱 の 上 端 側 と 一 端 側 梁 と が 連 結 さ れ 、 か つ 、 他 方 の 柱 の 上 端 側 と 他 端 側 梁 と が 連 結 さ  
れ た こ と を 特 徴 と す る 。
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　 ま た 、 階 段 は 、 屋 外 又 は 屋 内 に 設 け ら れ た 折 り 返 し 階 段 で あ り 、 折 り 返 し 階 段 の 踊 り 場  
の 床 部 は 、 床 下 地 構 造 体 と 、 当 該 床 下 地 構 造 体 の 上 に 構 成 さ れ た 床 と を 備 え 、 床 下 地 構 造  
体 は 、 折 り 返 し 階 段 の 階 段 部 分 に 近 い 側 に 位 置 す る 一 方 側 桁 と 、 当 該 一 方 側 桁 と 間 隔 を 隔  
て て 平 行 に 対 向 す る よ う に 設 け ら れ た 他 方 側 桁 と 、 一 方 側 桁 の 延 長 方 向 の 一 端 側 と 他 方 側  
桁 の 延 長 方 向 の 一 端 側 と を 繋 ぐ 一 端 側 梁 と 、 一 方 側 桁 の 延 長 方 向 の 他 端 側 と 他 方 側 桁 の 延  
長 方 向 の 他 端 側 と を 繋 ぐ 他 端 側 梁 と 、 一 方 側 桁 と 他 方 側 桁 と を 繋 ぐ 根 太 と を 備 え る と と も  
に 、 一 方 側 桁 が 、 下 側 階 段 部 分 に 対 応 す る 部 分 と 上 側 階 段 部 分 に 対 応 す る 部 分 と に 分 断 さ  
れ て 、 か つ 、 中 央 側 に は 、 一 端 側 梁 及 び 他 端 側 梁 と 平 行 な 一 方 の 中 央 側 補 強 部 材 と 他 方 の  
中 央 側 補 強 部 材 と を 備 え 、 折 り 返 し 階 段 の 下 側 階 段 部 分 の 外 側 の サ サ ラ 桁 と 床 下 地 構 造 体  
の 一 端 側 梁 と が 一 体 物 に よ り 構 成 さ れ た と と も に 、 折 り 返 し 階 段 の 上 側 階 段 部 分 の 外 側 の  
サ サ ラ 桁 と 床 下 地 構 造 体 の 他 端 側 梁 と が 一 体 物 に よ り 構 成 さ れ 、 下 側 階 段 部 分 の 内 側 の サ  
サ ラ 桁 と 一 方 の 中 央 側 補 強 部 材 と が 一 体 物 に よ り 構 成 さ れ て 、 当 該 一 体 物 と 一 方 側 桁 の 下  
側 階 段 部 分 に 対 応 す る 部 分 の 分 断 さ れ た 端 部 と が 連 結 さ れ た と も に 、 当 該 一 体 物 と 他 方 側  
桁 と が 連 結 さ れ 、 上 側 階 段 部 分 の 内 側 の サ サ ラ 桁 と 他 方 の 中 央 側 補 強 部 材 と が 一 体 物 に よ  
り 構 成 さ れ て 、 当 該 一 体 物 と 一 方 側 桁 の 上 側 階 段 部 分 に 対 応 す る 部 分 の 分 断 さ れ た 端 部 と  
が 連 結 さ れ た と も に 、 当 該 一 体 物 と 他 方 側 桁 と が 連 結 さ れ 、 柱 装 置 は 、 横 架 材 が 床 下 地 構  
造 体 の 下 方 に 位 置 さ れ て 、 当 該 横 架 材 と 一 方 の 中 央 側 補 強 部 材 及 び 他 方 の 中 央 側 補 強 部 材  
と が 連 結 さ れ た と と も に 、 一 方 の 柱 の 上 端 側 と 一 端 側 梁 と が 連 結 さ れ 、 か つ 、 他 方 の 柱 の  
上 端 側 と 他 端 側 梁 と が 連 結 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
　 ま た 、 根 太 と 柱 装 置 の 横 架 材 と が 連 結 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
　 本 発 明 に 係 る 階 段 に よ れ ば 、 踊 り 場 の 床 部 の 強 度 を 保 て る と と も に 、 踊 り 場 の 床 部 の 下  
方 の 空 間 利 用 の 制 限 を 受 け 難 く で き る と と も に 、 建 物 の 意 匠 性 向 上 を 図 れ る よ う に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 図 １ 】 （ ａ ) は 床 部 と 柱 装 置 と を 分 離 し て 示 し た 斜 視 図 、 （ ｂ ） 床 部 を 柱 装 置 で 支 持 し  
た 状 態 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 折 り 返 し 階 段 を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ ) は 平 面 図 、 （ ｂ ） は 正 面 図 、 （ ｃ ) は 右 側 面  
図 （ 上 側 省 略 ） 。
【 図 ３ 】 折 り 返 し 階 段 の 踊 り 場 の 床 部 を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ ) は 図 ２ （ ａ ) の Ａ － Ａ 矢 視 図  
、 （ ｂ ) は 図 ２ （ ａ ) の Ｂ － Ｂ 矢 視 図 、 （ ｃ ) は 図 ２ （ ａ ) の Ｃ － Ｃ 矢 視 図 。
【 図 ４ 】 折 り 返 し 階 段 の 骨 組 構 造 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 （ ａ ) は 折 り 返 し 階 段 の 平 面 図 、 （ ｂ ) は （ ａ ) の Ａ － Ａ 矢 視 図 、 （ ｃ ) は （ ａ ) の  
Ｂ － Ｂ 矢 視 図 、 （ ｄ ) は （ ａ ) の Ｃ － Ｃ 矢 視 図 。
【 図 ６ 】 折 り 返 し 階 段 の 骨 組 構 造 を 示 す 斜 視 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
実 施 形 態 １
　 図 １ 乃 至 図 ４ に 示 す よ う に 、 実 施 形 態 １ に 係 る 階 段 ３ は 、 階 段 ３ の 踊 り 場 ５ の 床 部 ２ が  
柱 装 置 １ に よ り 支 持 さ れ た 構 成 の 階 段 で あ り 、 柱 装 置 １ は 、 例 え ば 、 床 部 ２ の 長 手 方 向 の  
一 端 側 に 連 結 さ れ る 一 方 の 柱 １ Ａ と 、 床 部 ２ の 長 手 方 向 の 他 端 側 に 連 結 さ れ る 他 方 の 柱 １  
Ａ と 、 床 部 ２ の 長 手 方 向 の 長 さ 間 隔 Ｌ に 対 応 し た 間 隔 を 隔 て て 設 け ら れ た ２ つ の 各 柱 １ Ａ  
， １ Ａ の 上 端 １ ｔ ， １ ｔ 側 間 に 亘 っ て 設 け ら れ て 床 部 ２ の 下 面 を 支 持 す る 横 架 材 １ Ｂ と を  
備 え た 柱 装 置 、 即 ち 、 門 型 に 形 成 さ れ た 構 成 の 柱 装 置 で あ る 。
　 尚 、 各 柱 １ Ａ ， １ Ａ と 横 架 材 １ Ｂ と を 結 合 す る 結 合 手 段 と し て は 、 例 え ば 、 溶 接 、 又 は  
、 ガ セ ッ ト プ レ ー ト 及 び ボ ル ト ナ ッ ト 等 の 機 械 的 結 合 手 段 が 用 い ら れ る 。
　 当 該 階 段 ３ の 踊 り 場 ５ の 床 部 ２ が 柱 装 置 １ に よ り 支 持 さ れ た 構 成 の 階 段 ３ に よ れ ば 、 柱  
の 本 数 が 少 な く な る と と も に 、 設 計 時 に お い て 、 床 部 ２ の 短 手 方 向 （ 前 後 方 向 ） に 対 す る  
柱 １ Ａ ， １ Ａ の 取 付 位 置 を 、 任 意 に 設 定 す る こ と が 可 能 と な る 。
　 従 っ て 、 階 段 ３ の 踊 り 場 ５ の 床 部 ２ の 下 方 の 空 間 利 用 の 制 限 を 受 け 難 く で き る と と も に  
、 建 物 の 意 匠 性 向 上 を 図 れ る よ う に な る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 次 に 、 踊 り 場 の 床 部 が 上 述 し た 実 施 形 態 １ の 柱 装 置 １ に よ り 支 持 さ れ た 構 成 の 屋 外 の 折  
り 返 し 階 段 に つ い て 説 明 す る 。
　 尚 、 本 明 細 書 に お い て 、 前 、 後 、 内 、 外 は 、 図 ２ 乃 至 図 ６ に 示 し た 方 向 と 定 義 し て 説 明  
す る 。
　 ま た 、 図 ３ 、 図 ５ （ ｂ ） ～ （ ｄ ） は 断 面 図 で あ る が 、 断 面 ハ ッ チ ン グ は 省 略 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 実 施 形 態 １ に 係 る 屋 外 の 折 り 返 し 階 段 ３ は 、 階 段 部 分 ４ が 踊 り 場 ５  
を 介 し て 折 り 返 す よ う に 構 成 さ れ た 例 え ば 鋼 材 骨 組 （ フ レ ー ム ） 構 造 の 階 段 で あ る 。
　 即 ち 、 折 り 返 し 階 段 ３ は 、 階 段 部 分 ４ が 下 階 と 上 階 と の 間 を 繋 ぐ 下 側 階 段 部 分 ４ Ａ 及 び  
上 側 階 段 部 分 ４ Ｂ を 備 え て 構 成 さ れ 、 踊 り 場 ５ が 下 側 階 段 部 分 ４ Ａ と 上 側 階 段 部 分 ４ Ｂ と  
の 間 に 設 け ら れ た 構 成 で あ る 。
　 例 え ば 、 折 り 返 し 階 段 ３ は 、 下 側 階 段 部 分 ４ Ａ が 下 階 か ら 斜 め 上 方 向 に 延 長 し て 踊 り 場  
５ に 到 達 し た 後 、 踊 り 場 ５ に お い て 折 り 返 し て 上 側 階 段 部 分 ４ Ｂ が 下 側 階 段 部 分 ４ Ａ の 傾  
斜 方 向 と は 反 対 方 向 で あ る 斜 め 上 方 向 に 延 長 し て 上 階 の 開 放 廊 下 ６ に 到 達 す る よ う に 構 成  
さ れ た 階 段 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 折 り 返 し 階 段 ３ の 階 段 部 分 ４ （ 下 側 階 段 部 分 ４ Ａ 及 び 上 側 階 段 部 分 ４ Ｂ ） は 、 左 右 一 対  
の サ サ ラ 桁 ４ ０ ， ４ ０ と 、 左 右 一 対 の サ サ ラ 桁 ４ ０ ， ４ ０ 間 に 設 け ら れ た 段 部 構 成 部 品 ４  
１ と 、 サ サ ラ 桁 ４ ０ よ り 立 ち 上 が る よ う に 設 け ら れ た 手 摺 ４ ２ と を 備 え て 構 成 さ れ る 。
　 サ サ ラ 桁 ４ ０ は 、 長 尺 材 、 例 え ば 、 平 鋼 （ フ ラ ッ ト バ ー ） や 溝 形 鋼 等 に よ り 構 成 さ れ る  
。
　 段 部 構 成 部 品 ４ １ は 、 例 え ば 、 板 面 が 水 平 面 と な る よ う に 設 置 さ れ た 複 数 の 踏 板 ４ ３ ，  
４ ３ … と 、 板 面 が 垂 直 面 と な る よ う に 設 置 さ れ た 複 数 の 蹴 込 板 ４ ４ ， ４ ４ … と で 構 成 さ れ  
る （ 図 ２ （ ｃ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 踊 り 場 ５ は 、 床 部 ２ と 、 手 摺 ４ ２ と を 備 え て 構 成 さ れ る 。
　 床 部 ２ は 、 床 下 地 構 造 体 ２ Ａ と 、 当 該 床 下 地 構 造 体 ２ Ａ の 上 に 例 え ば 図 外 の 複 数 の 床 材  
が 並 ぶ よ う に 設 置 さ れ て 構 成 さ れ た 床 ２ Ｂ （ 図 ３ 参 照 ） と を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 床 下 地 構 造 体 ２ Ａ は 、 階 段 部 分 ４ に 近 い 側 に 位 置 す る 一 方 側 桁 ２ １ と 、 当 該 一 方 側 桁 ２  
１ と 間 隔 を 隔 て て 平 行 に 対 向 す る よ う に 設 け ら れ た 他 方 側 桁 ２ ２ と 、 一 方 側 桁 ２ １ の 延 長  
方 向 の 一 端 側 と 他 方 側 桁 ２ ２ の 延 長 方 向 の 一 端 側 と を 繋 ぐ 一 端 側 梁 （ 妻 梁 ） ２ ３ と 、 一 方  
側 桁 ２ １ の 延 長 方 向 の 他 端 側 と 他 方 側 桁 ２ ２ の 延 長 方 向 の 他 端 側 と を 繋 ぐ 他 端 側 梁 （ 妻 梁  
） ２ ４ と 、 一 方 側 桁 ２ １ と 他 方 側 桁 ２ ２ と を 繋 ぐ 根 太 ２ ５ と 、 一 方 側 桁 ２ １ と 他 方 側 桁 ２  
２ と を 繋 ぐ ブ レ ス 材 ２ ６ と を 備 え る 。
　 換 言 す れ ば 、 床 下 地 構 造 体 ２ Ａ は 、 床 ２ Ｂ の 長 手 方 向 の 一 端 側 に 位 置 さ れ る 一 端 側 梁 ２  
３ と 、 床 ２ Ｂ の 長 手 方 向 の 他 端 側 に 位 置 さ れ る 他 端 側 梁 ２ ４ と 、 一 端 側 梁 ２ ３ の 一 端 側 と  
他 端 側 梁 ２ ４ の 一 端 側 と を 繋 ぐ 一 方 側 桁 ２ １ と 、 一 端 側 梁 ２ ３ の 他 端 側 と 他 端 側 梁 ２ ４ の  
他 端 側 と を 繋 ぐ 他 方 側 桁 ２ ２ と 、 一 方 側 桁 ２ １ と 他 方 側 桁 ２ ２ と を 繋 ぐ 根 太 ２ ５ と 、 一 方  
側 桁 ２ １ と 他 方 側 桁 ２ ２ と を 繋 ぐ ブ レ ス 材 ２ ６ と を 備 え る 。
　 尚 、 手 摺 ４ ２ は 、 他 方 側 桁 ２ ２ 、 一 端 側 梁 ２ ３ 、 他 端 側 梁 ２ ４ か ら 立 ち 上 が る よ う に 設  
け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 当 該 折 り 返 し 階 段 ３ で は 、 下 側 階 段 部 分 ４ Ａ の 外 側 の サ サ ラ 桁 ４ ０ と 床 下 地 構 造 体 ２ Ａ  
の 一 端 側 梁 ２ ３ と が 一 体 物 に よ り 構 成 さ れ 、 か つ 、 上 側 階 段 部 分 ４ Ｂ の 外 側 の サ サ ラ 桁 ４  
０ と 床 下 地 構 造 体 ２ Ａ の 他 端 側 梁 ２ ４ と が 一 体 物 に よ り 構 成 さ れ る 。
　 当 該 「 一 体 物 」 と は 、 例 え ば 、 サ サ ラ 桁 ４ ０ と 一 端 側 梁 ２ ３ や サ サ ラ 桁 ４ ０ と 他 端 側 梁  
２ ４ と が 一 体 に 形 成 さ れ た 構 成 の 一 体 物 、 あ る い は 、 サ サ ラ 桁 ４ ０ と 一 端 側 梁 ２ ３ や サ サ  
ラ 桁 ４ ０ と 他 端 側 梁 ２ ４ と が 固 定 手 段 に よ り 接 続 さ れ て 一 体 化 さ れ た 構 成 の 一 体 物 の こ と  
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を い う 。
　 尚 、 当 該 固 定 手 段 と し て は 、 例 え ば 、 溶 接 等 の 固 定 手 段 、 又 は 、 ガ セ ッ ト プ レ ー ト 及 び  
ボ ル ト ナ ッ ト 等 の 機 械 的 固 定 手 段 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ し て 、 柱 装 置 １ は 、 横 架 材 １ Ｂ が 根 太 ２ ５ の 下 方 に 位 置 さ れ て 、 根 太 ２ ５ の 下 面 と 横  
架 材 １ Ｂ の 上 面 と が 接 触 し た 状 態 と な る よ う に 、 根 太 ２ ５ と 横 架 材 １ Ｂ と が 、 連 結 手 段 に  
よ り 連 結 さ れ た と と も に 、 一 方 の 柱 １ Ａ の 上 端 側 と 一 端 側 梁 ２ ３ と が 連 結 手 段 で 連 結 さ れ  
、 か つ 、 他 方 の 柱 １ Ａ の 上 端 側 と 他 端 側 梁 ２ ４ と が 連 結 手 段 で 連 結 さ れ た 構 成 と し た 。
　 尚 、 当 該 連 結 手 段 と し て は 、 例 え ば ガ セ ッ ト プ レ ー ト Ｐ 及 び ボ ル ト ナ ッ ト Ｂ Ｎ （ 図 ３ 参  
照 ） 等 の 機 械 的 連 結 手 段 、 又 は 、 溶 接 等 の 連 結 手 段 が 用 い ら れ る 。
　 こ の よ う に 、 横 架 材 １ Ｂ と 根 太 ２ ５ と が 、 連 結 手 段 に よ り 連 結 さ れ た こ と で 、 部 材 同 士  
の 干 渉 に よ る 音 鳴 り を 抑 制 で き る 。
　 ま た 、 根 太 ２ ５ は 、 一 方 側 桁 ２ １ 及 び 他 方 側 桁 ２ ２ に 固 定 手 段 で 固 定 さ れ て い る 。 当 該  
固 定 手 段 と し て は 、 例 え ば 、 ボ ル ト ナ ッ ト Ｂ Ｎ 等 の 機 械 的 固 定 手 段 、 又 は 、 溶 接 等 の 固 定  
手 段 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 即 ち 、 実 施 形 態 １ の 柱 装 置 １ を 用 い て 踊 り 場 ５ の 床 部 ２ が 支 持 さ れ た 構 成 で あ る 実 施 形  
態 １ の 折 り 返 し 階 段 ３ は 、 踊 り 場 ５ の 床 部 ２ の 全 体 が 門 型 の 柱 装 置 １ に よ り 支 持 さ れ た 構  
造 と し た の で 、 踊 り 場 ５ の 床 部 ２ の 強 度 を 保 て る と と も に 、 従 来 の よ う に 、 階 段 の 踊 り 場  
の 床 部 の 周 囲 に お け る 四 方 ４ 箇 所 に 柱 を 備 え た 構 成 と 比 べ て 、 踊 り 場 ５ の 床 部 ２ の 下 方 の  
空 間 利 用 の 制 限 を 受 け 難 く で き る と と も に 、 建 物 の 意 匠 性 向 上 を 図 れ る よ う に な る 。
　 ま た 、 下 側 階 段 部 分 ４ Ａ の 外 側 の サ サ ラ 桁 ４ ０ と 床 下 地 構 造 体 ２ Ａ の 一 端 側 梁 ２ ３ と が  
一 体 物 に よ り 構 成 さ れ た と と も に 、 上 側 階 段 部 分 ４ Ｂ の 外 側 の サ サ ラ 桁 ４ ０ と 床 下 地 構 造  
体 ２ Ａ の 他 端 側 梁 ２ ４ と が 一 体 物 に よ り 構 成 さ れ た の で 、 踊 り 場 ５ の 床 部 ２ の 強 度 を よ り  
向 上 さ せ る こ と が で き る よ う に な っ た 。
　 ま た 、 柱 装 置 １ は 、 柱 １ Ａ の 本 数 が 少 な く な り 、 ま た 、 設 計 時 に お い て 、 床 部 ２ の 前 後  
方 向 （ 短 手 方 向 ） に 対 す る 柱 １ Ａ ， １ Ａ の 取 付 位 置 を 、 任 意 に 設 定 す る こ と が 可 能 と な る  
。 従 っ て 、 床 部 ２ の 構 造 に 合 わ せ て 、 門 型 の 柱 装 置 １ の 柱 １ Ａ ， １ Ａ の 取 付 位 置 を 最 適 な  
位 置 に 調 整 す る こ と が 可 能 と な り 、 か つ 、 階 段 の 踊 り 場 の 床 部 下 方 の 空 間 利 用 の 制 限 を 受  
け 難 く で き る と と も に 、 建 物 の 意 匠 性 向 上 を 図 れ る よ う に な る 。
　 ま た 、 一 体 物 が 多 い た め 、 現 場 施 工 で の 組 み 立 て 箇 所 が 少 な く な り 、 施 工 性 が 向 上 す る  
。
【 ０ ０ １ ７ 】
実 施 形 態 ２
　 上 述 し た 実 施 形 態 １ の 柱 装 置 １ を 用 い て 支 持 さ れ た 構 成 の 折 り 返 し 階 段 は 、 図 ５ ， 図 ６  
に 示 す 構 成 で あ っ て も 良 い 。
　 尚 、 後 述 す る 構 成 以 外 の 部 分 の 構 成 は 、 実 施 形 態 １ で 説 明 し た 折 り 返 し 階 段 の 構 成 と 同  
じ で あ る 。 従 っ て 、 図 ５ ， 図 ６ に お い て 、 図 １ 乃 至 図 ４ に 示 し た 部 分 と 同 一 又 は 相 当 す る  
部 分 に つ い て は 、 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
　 即 ち 、 実 施 形 態 ２ に 係 る 折 り 返 し 階 段 ３ に お い て は 、 図 ５ ， 図 ６ に 示 す よ う に 、 床 下 地  
構 造 体 ２ Ｘ は 、 階 段 部 分 ４ に 近 い 側 に 位 置 す る 一 方 側 桁 が 、 下 側 階 段 部 分 ４ Ａ に 対 応 す る  
部 分 ２ １ Ｘ と 上 側 階 段 部 分 ４ Ｂ に 対 応 す る 部 分 ２ １ Ｙ と に 分 断 さ れ て 、 か つ 、 一 端 側 梁 ２  
３ と 他 端 側 梁 ２ ４ と の 間 の 中 央 側 に 、 一 端 側 梁 ２ ３ 及 び 他 端 側 梁 ２ ４ と 平 行 な 一 方 の 中 央  
側 補 強 部 材 ２ ７ と 他 方 の 中 央 側 補 強 部 材 ２ ８ と を 備 え た 構 成 と し た 。
　 そ し て 、 下 側 階 段 部 分 ４ Ａ の 内 側 の サ サ ラ 桁 ４ ０ と 一 方 の 中 央 側 補 強 部 材 ２ ７ と が 一 体  
物 に よ り 構 成 さ れ て 、 当 該 一 体 物 と 一 方 側 桁 の 下 側 階 段 部 分 ４ Ａ に 対 応 す る 部 分 ２ １ Ｘ の  
分 断 さ れ た 端 部 と が 連 結 手 段 に よ り 連 結 さ れ た と も に 、 当 該 一 体 物 と 他 方 側 桁 ２ ２ と が 連  
結 手 段 に よ り 連 結 さ れ た 構 成 と し た 。
　 同 様 に 、 上 側 階 段 部 分 ４ Ｂ の 内 側 の サ サ ラ 桁 ４ ０ と 他 方 の 中 央 側 補 強 部 材 ２ ８ と が 一 体  
物 に よ り 構 成 さ れ て 、 当 該 一 体 物 と 一 方 側 桁 の 上 側 階 段 部 分 ４ Ｂ に 対 応 す る 部 分 ２ １ Ｙ の  
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分 断 さ れ た 端 部 と が 連 結 手 段 に よ り 連 結 さ れ た と も に 、 当 該 一 体 物 と 他 方 側 桁 ２ ２ と が 連  
結 手 段 に よ り 連 結 さ れ た 構 成 と し た 。
　 当 該 連 結 手 段 と し て は 、 例 え ば 、 溶 接 等 の 固 定 手 段 、 又 は 、 ガ セ ッ ト プ レ ー ト 及 び ボ ル  
ト ナ ッ ト 等 の 機 械 的 固 定 手 段 が 用 い ら れ る 。
　 尚 、 「 一 体 物 」 と は 、 例 え ば 、 サ サ ラ 桁 ４ ０ と 一 方 の 中 央 側 補 強 部 材 ２ ７ や サ サ ラ 桁 ４  
０ と 他 方 の 中 央 側 補 強 部 材 ２ ８ と が 一 体 に 形 成 さ れ た 構 成 の 一 体 物 、 あ る い は 、 サ サ ラ 桁  
４ ０ と 一 方 の 中 央 側 補 強 部 材 ２ ７ や サ サ ラ 桁 ４ ０ と 他 方 の 中 央 側 補 強 部 材 ２ ８ と が 固 定 手  
段 に よ り 接 続 さ れ て 一 体 化 さ れ た 構 成 の 一 体 物 の こ と を い う 。
　 当 該 固 定 手 段 と し て は 、 例 え ば 、 溶 接 等 の 固 定 手 段 、 又 は 、 ガ セ ッ ト プ レ ー ト 及 び ボ ル  
ト ナ ッ ト 等 の 機 械 的 固 定 手 段 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 柱 装 置 １ は 、 横 架 材 １ Ｂ が 根 太 ２ ５ の 下 方 に 位 置 さ れ て 、 根 太 ２ ５ の 下 面 と 横  
架 材 １ Ｂ の 上 面 と が 接 触 し た 状 態 と な る よ う に 、 根 太 ２ ５ と 横 架 材 １ Ｂ と が 、 連 結 手 段 に  
よ り 連 結 さ れ た と と も に 、 一 方 の 柱 １ Ａ の 上 端 側 と 一 端 側 梁 ２ ３ と が 連 結 手 段 で 連 結 さ れ  
、 か つ 、 他 方 の 柱 １ Ａ の 上 端 側 と 他 端 側 梁 ２ ４ と が 連 結 手 段 で 連 結 さ れ る 。
　 さ ら に 、 柱 装 置 １ は 、 横 架 材 １ Ｂ が 中 央 側 補 強 部 材 ２ ７ 及 び 他 方 の 中 央 側 補 強 部 材 ２ ８  
の 下 方 に 位 置 さ れ て 、 中 央 側 補 強 部 材 ２ ７ 及 び 他 方 の 中 央 側 補 強 部 材 ２ ８ の 下 面 と 横 架 材  
１ Ｂ の 上 面 と が 接 触 し た 状 態 と な る よ う に 、 柱 装 置 １ の 横 架 材 １ Ｂ と 一 方 の 中 央 側 補 強 部  
材 ２ ７ 及 び 他 方 の 中 央 側 補 強 部 材 ２ ８ と が 連 結 手 段 に よ り 連 結 さ れ た 構 成 と し た 。
　 尚 、 当 該 連 結 手 段 と し て は 、 例 え ば 、 ガ セ ッ ト プ レ ー ト Ｐ 及 び ボ ル ト ナ ッ ト Ｂ Ｎ （ 図 ５  
参 照 ） 等 の 機 械 的 連 結 手 段 、 又 は 、 溶 接 等 の 連 結 手 段 が 用 い ら れ る 。
　 こ の よ う に 、 横 架 材 １ Ｂ と 中 央 側 補 強 部 材 ２ ７ ， ２ ８ と が 、 連 結 手 段 に よ り 連 結 さ れ た  
こ と で 、 部 材 同 士 の 干 渉 に よ る 音 鳴 り を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 実 施 形 態 ２ に 係 る 折 り 返 し 階 段 に よ れ ば 、 下 側 階 段 部 分 ４ Ａ の 内 側 の サ サ ラ 桁 ４ ０ と 一  
方 の 中 央 側 補 強 部 材 ２ ７ と が 一 体 物 に よ り 構 成 さ れ て 、 上 側 階 段 部 分 ４ Ｂ の 内 側 の サ サ ラ  
桁 ４ ０ と 他 方 の 中 央 側 補 強 部 材 ２ ８ と が 一 体 物 に よ り 構 成 さ れ 、 さ ら に 、 踊 り 場 ５ の 床 部  
２ の 全 体 が 門 型 の 柱 装 置 １ に よ り 支 持 さ れ た 構 造 と し た の で 、 実 施 形 態 １ の 階 段 と 同 じ 効  
果 が 得 ら れ る と と も に 、 踊 り 場 ５ の 床 部 ２ の 強 度 を よ り 向 上 さ せ る こ と が で き る よ う に な  
っ た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 尚 、 各 実 施 形 態 で は 、 屋 外 の 折 り 返 し 階 段 ３ の 踊 り 場 ５ の 床 部 ２ が 柱 装 置 １ に よ り 支 持  
さ れ た 構 成 の 階 段 を 例 示 し た が 、 本 発 明 に 係 る 階 段 は 、 折 り 返 し 階 段 の 踊 り 場 の 床 部 以 外  
の 床 部 が 柱 装 置 １ に よ り 支 持 さ れ た 構 成 の 階 段 で あ っ て も よ い 。
　 例 え ば 、 屋 外 の 直 階 段 や 廻 り 階 段 等 の 踊 場 の 床 部 や 、 屋 外 の 階 段 の 上 端 と 繋 が る 開 放 廊  
下 の 床 部 等 が 柱 装 置 １ に よ り 支 持 さ れ た 構 成 の 階 段 で あ っ て も よ い 。
　 ま た 、 屋 内 の 階 段 の 踊 り 場 の 床 部 や 屋 内 の 開 放 廊 下 の 床 部 等 が 柱 装 置 １ に よ り 支 持 さ れ  
た 構 成 の 階 段 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 実 施 形 態 で は 、 間 隔 を 隔 て て 設 け ら れ た ２ つ の 柱 １ Ａ ， １ Ａ と 各 柱 １ Ａ ， １ Ａ の  
上 端 １ ｔ ， １ ｔ 側 間 に 亘 っ て 設 け ら れ た 横 架 材 １ Ｂ と を 備 え て 門 型 に 構 成 さ れ た 柱 装 置 １  
を 例 示 し た が 、 柱 装 置 は 、 柱 と 、 柱 の 上 端 側 に 設 け ら れ て 床 部 下 面 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 水  
平 方 向 に 延 長 す る 水 平 支 持 部 材 と を 備 え た 構 成 で あ れ ば よ い 。
　 即 ち 、 本 発 明 に 係 る 階 段 の 床 部 を 支 持 す る 柱 装 置 は 、 階 段 の 踊 り 場 の 床 部 、 又 は 、 開 放  
廊 下 の 床 部 を 支 持 す る 柱 装 置 で あ っ て 、 床 部 の 長 手 方 向 の 一 端 側 に 連 結 さ れ る 一 方 の 柱 と  
、 一 方 の 柱 の 上 端 側 に 設 け ら れ て 床 部 の 下 面 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 延 長 し て 当 該 床 部 の 下 面  
を 支 持 す る 水 平 支 持 部 材 と 、 床 部 の 長 手 方 向 の 他 端 側 に 連 結 さ れ る 他 方 の 柱 と 、 他 方 の 柱  
の 上 端 側 に 設 け ら れ て 床 部 下 面 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 延 長 し て 当 該 床 部 下 面 を 支 持 す る 水 平  
支 持 部 材 と を 備 え た 構 成 で あ っ て も よ い 。
　 そ し て 、 本 発 明 に 係 る 階 段 は 、 当 該 水 平 支 持 部 材 を 備 え た 一 方 の 柱 と 当 該 水 平 支 持 部 材  
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を 備 え た 他 方 の 柱 と で 構 成 さ れ た 柱 装 置 を 用 い て 、 床 部 が 支 持 さ れ た 階 段 で あ っ て も よ い  
。
　 即 ち 、 本 発 明 の 階 段 は 、 実 施 形 態 １ ， ２ で 説 明 し た 階 段 の 柱 装 置 １ の 代 わ り に 、 上 述 し  
た 水 平 支 持 部 材 を 備 え た 一 方 の 柱 と 上 述 し た 水 平 支 持 部 材 を 備 え た 他 方 の 柱 と で 構 成 さ れ  
た 柱 装 置 を 用 い て 支 持 さ れ た 構 成 さ れ た 階 段 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 実 施 形 態 で は 、 鋼 材 骨 組 構 造 の 踊 り 場 付 き 階 段 を 例 示 し た が 、 本 発 明 の 構 造 は 、  
鋼 材 骨 組 構 造 以 外 の 、 例 え ば 木 材 骨 組 構 造 の 踊 り 場 付 き 階 段 に も 適 用 可 能 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
１   柱 装 置
１ Ａ   柱
１ Ｂ   横 架 材 （ 水 平 支 持 部 材 ）
２   床 部
２ Ａ ， ２ Ｘ   床 下 地 構 造
２ Ｂ   床
３   折 り 返 し 階 段
４   階 段 部 分
４ Ａ   下 側 階 段 部 分
４ Ｂ   上 側 階 段 部 分 、
５   踊 り 場
６   開 放 廊 下
２ １   一 方 側 桁
２ １ Ｘ   一 方 側 桁 の 下 側 階 段 部 分 に 対 応 す る 部 分
２ １ Ｙ   一 方 側 桁 の 上 側 階 段 部 分 に 対 応 す る 部 分
２ ２   他 方 側 桁
２ ３   一 端 側 梁
２ ４   他 端 側 梁
２ ５   根 太
２ ７   一 方 の 中 央 側 補 強 部 材
２ ８   他 方 の 中 央 側 補 強 部 材
４ ０   サ サ ラ 桁
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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